
(57)【要約】

【課題】ポリープ等の頭部が大きい場合でも確実にポリ

ペクトミーを実施することができ、しかも、ポリープ等

の死角となる部分での確認を行うことなくポリペクトミ

ーを実施することができる高周波スネアを提供する。

【解決手段】可撓管１２と、可撓管１２にスライド可能

に挿通され、かつ、電極４２に接続された操作ワイヤ１

４と、操作ワイヤ１４の先端に設けられた先端処置具１

６とを有し、可撓管１２は、絶縁性の外筒１８と、この

外筒内にスライド可能かつ回転可能に挿入された導電性

の内筒２０とを有し、外筒内面に貫通させて内筒２０と

接触可能に電極４２が取り付けられて操作ワイヤ１４へ

と通電可能にされ、先端処置具１６は、先端が開閉可能

な一対の把持部材３６にて形成されている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 を 通 し て 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、 体 腔 粘 膜 の 一 部 を 焼 灼 、 切 開 す る 高 周 波 ス ネ ア に お
い て 、
可 撓 管 と 、 前 記 可 撓 管 に ス ラ イ ド 可 能 に 挿 通 さ れ 、 か つ 、 電 極 に 接 続 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と
、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 設 け ら れ た 先 端 処 置 具 と を 有 し 、
前 記 先 端 処 置 具 は 、 先 端 が 開 閉 可 能 な 一 対 の 把 持 部 材 に て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 高 周 波 ス ネ ア 。
【 請 求 項 ２ 】
内 視 鏡 を 通 し て 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、 体 腔 粘 膜 の 一 部 を 焼 灼 、 切 開 す る 高 周 波 ス ネ ア に お
い て 、
可 撓 管 と 、 前 記 可 撓 管 に ス ラ イ ド 可 能 に 挿 通 さ れ 、 か つ 、 電 極 に 接 続 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と
、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 設 け ら れ た 先 端 処 置 具 と を 有 し 、
前 記 可 撓 管 は 、 絶 縁 性 の 外 筒 と 、 こ の 外 筒 内 に ス ラ イ ド か つ 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ た 導 電 性
の 内 筒 と を 有 し 、
前 記 外 筒 に 外 筒 内 面 に 貫 通 さ せ て 前 記 内 筒 と 接 触 可 能 に 前 記 電 極 が 取 り 付 け ら れ て 前 記 操
作 ワ イ ヤ へ と 通 電 可 能 に さ れ 、
前 記 先 端 処 置 具 は 、 先 端 が 開 閉 可 能 な 一 対 の 把 持 部 材 に て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 高 周 波 ス ネ ア 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に お い て 、
前 記 外 筒 の 内 面 に 親 水 性 コ ー テ ィ ン グ を 施 し た こ と を 特 徴 と す る 高 周 波 ス ネ ア 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ に お い て 、
前 記 先 端 処 置 具 の 先 端 付 近 に は 、 前 記 先 端 処 置 具 が 前 記 内 筒 内 に 埋 没 す る の を 防 止 す る ス
ト ッ パ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 高 周 波 ス ネ ア 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か に お い て 、
前 記 先 端 処 置 具 の 先 端 に は 、 各 把 持 部 材 を 噛 み 合 わ せ る 凹 凸 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 高 周 波 ス ネ ア 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、 体 腔 粘 膜 の 一 部 を 焼 灼 、 切 開 す る 高 周 波
ス ネ ア に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 背 景 技 術 】
現 在 、 内 視 鏡 を 用 い て 生 検 （ バ イ オ キ プ シ ー ） や 治 療 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 場 合 、 内 視 鏡 を 通 じ て 電 気 メ ス と し て の 高 周 波 ス ネ ア を 挿 入 し 、 こ の 高 周 波 ス ネ ア に
よ っ て ポ リ ー プ な ど の 隆 起 し た 病 巣 個 所 を 切 除 し て 体 外 に 取 り 出 す よ う に し て お り 、 こ の
よ う な 生 検 は 、 特 に ポ リ ペ ク ト ミ ー と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 高 周 波 ス ネ ア は 、 内 視 鏡 に 挿 入 で き る 極 細 径 の 可 撓 管 に ワ イ ヤ の 先 端 を ル ー プ 状 に し
た 導 電 性 の ス ネ ア ル ー プ を 進 退 自 在 に 挿 通 し た も の で 、 ス ネ ア ル ー プ に 対 向 す る 端 部 は ワ
イ ヤ に 通 電 す る た め の 電 極 部 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ポ リ ペ ク ト ミ ー を 実 施 す る と き は 、 被 験 者 の 体 腔 に 内 視 鏡 を 挿 入 し 、 高 周 波 ス ネ ア を 内 視
鏡 を 通 じ て 体 腔 に 送 り 込 み 、 内 視 鏡 を 見 な が ら 、 体 腔 内 の ポ リ ー プ な ど 隆 起 し た 病 巣 に ス
ネ ア ル ー プ を 引 っ 掛 け 、 可 撓 管 の 位 置 は そ の ま ま に ワ イ ヤ を 引 く こ と に よ っ て 、 可 撓 管 の
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ス ネ ア ル ー プ 側 端 部 と ス ネ ア ル ー プ と の 間 で 目 的 の 病 巣 を 緊 縛 し 、 高 周 波 電 源 に 接 続 し た
電 極 部 を 介 し て ワ イ ヤ に 高 周 波 電 流 を 通 電 す る こ と に よ り 、 緊 縛 し た 病 巣 を 焼 灼 し 、 把 持
鉗 子 等 に よ っ て 体 外 に つ ま み 出 す よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ４ － １ ４ ６ ７ ４ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な ス ネ ア ル ー プ を 有 す る 高 周 波 ス ネ ア を 用 い て ポ リ ペ ク ト ミ ー を 行 う 場 合 、 ポ リ
ー プ の 頭 部 が 大 き い 場 合 な ど に ス ネ ア ル ー プ を か け る の が 不 可 能 で あ っ た り 、 あ る い は 、
困 難 で あ っ た り す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 ス ネ ア ル ー プ を ポ リ ー プ 等 に か け た 場 合 、 ポ リ ー プ 等 の 奥 側 は 死 角 と な り 、 ス ネ ア
ル ー プ が ポ リ ー プ に 対 し て 適 切 な 部 位 で か か っ て い る か ど う か の 判 断 が 困 難 で あ る と い う
問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 ポ リ ー プ 等 の 頭 部 が 大 き い 場 合 で も 確 実 に ポ リ ペ ク ト ミ ー を 実 施 す る こ
と が で き 、 し か も 、 ポ リ ー プ 等 の 死 角 と な る 部 分 で の 確 認 を 行 う こ と な く ポ リ ペ ク ト ミ ー
を 実 施 す る こ と が で き る 高 周 波 ス ネ ア を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 高 周 波 ス ネ ア は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ
、 体 腔 粘 膜 の 一 部 を 焼 灼 、 切 開 す る 高 周 波 ス ネ ア に お い て 、
可 撓 管 と 、 前 記 可 撓 管 に ス ラ イ ド 可 能 に 挿 通 さ れ 、 か つ 、 電 極 に 接 続 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と
、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 設 け ら れ た 先 端 処 置 具 と を 有 し 、
前 記 先 端 処 置 具 は 、 先 端 が 開 閉 可 能 な 一 対 の 把 持 部 材 に て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 先 端 処 置 具 は 、 先 端 が 開 閉 可 能 な 一 対 の 把 持 部 材 に て 形 成 さ れ て い る た
め 、 ス ネ ア ル ー プ の 場 合 と 異 な り 、 ル ー プ 内 に ポ リ ー プ 等 を 挿 入 す る 必 要 が な く 、 ポ リ ー
プ 等 の 頭 部 が 大 き い 場 合 で も 先 端 を 開 い て 組 織 を 捉 え れ ば よ く 、 ポ リ ー プ 等 の 頸 部 を 直 接
切 開 し て い く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 先 端 を 開 い て よ く 見 え て い る 手 前 側 の 組 織 の み を 捉 え て 切 開 す る こ と が で き 、 死 角
と な る 奥 側 の 部 位 の 確 認 を 行 う こ と な く 切 開 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 本 発 明 の 他 の 高 周 波 ス ネ ア は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、 体 腔 粘 膜 の 一
部 を 焼 灼 、 切 開 す る 高 周 波 ス ネ ア に お い て 、
可 撓 管 と 、 前 記 可 撓 管 に ス ラ イ ド 可 能 に 挿 通 さ れ 、 か つ 、 電 極 に 接 続 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ と
、 前 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 設 け ら れ た 先 端 処 置 具 と を 有 し 、
前 記 可 撓 管 は 、 絶 縁 性 の 外 筒 と 、 こ の 外 筒 内 に ス ラ イ ド か つ 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ た 導 電 性
の 内 筒 と を 有 し 、
前 記 外 筒 に 外 筒 内 面 に 貫 通 さ せ て 前 記 内 筒 と 接 触 可 能 に 前 記 電 極 が 取 り 付 け ら れ て 前 記 操
作 ワ イ ヤ へ と 通 電 可 能 に さ れ 、
前 記 先 端 処 置 具 は 、 先 端 が 開 閉 可 能 な 一 対 の 把 持 部 材 に て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 先 端 処 置 具 は 、 先 端 が 開 閉 可 能 な 一 対 の 把 持 部 材 に て 形 成 さ れ て い る た
め 、 ス ネ ア ル ー プ の 場 合 と 異 な り 、 ル ー プ 内 に ポ リ ー プ 等 を 挿 入 す る 必 要 が な く 、 ポ リ ー
プ 等 の 頭 部 が 大 き い 場 合 で も 先 端 を 開 い て 組 織 を 捉 え れ ば よ く 、 ポ リ ー プ 等 の 頸 部 を 直 接
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切 開 し て い く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 先 端 を 開 い て よ く 見 え て い る 手 前 側 の 組 織 の み を 捉 え て 切 開 す る こ と が で き 、 死 角
と な る 奥 側 の 部 位 の 確 認 を 行 う こ と な く 切 開 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 可 撓 管 を 絶 縁 性 の 外 筒 と 、 こ の 外 筒 に ス ラ イ ド か つ 回 転 可 能 に 挿 入 さ れ た 導 電 性
の 内 筒 と で 構 成 す る こ と に よ り 、 先 端 処 置 具 に よ る ポ リ ー プ 等 の 把 持 と 、 先 端 処 置 具 及 び
内 筒 の 外 筒 内 へ の 引 き 込 み を 行 う こ と が で き 、 処 置 具 と 組 織 の 接 触 面 積 を 減 ら し た 状 態 で
、 電 流 を 切 開 す る 組 織 に 集 約 し て 電 流 密 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 外 筒 内 面 に 貫 通 さ せ て 内 筒 と 接 触 可 能 に 電 極 を 取 り 付 け る こ と で 、 可 撓 管 を ２ 重 筒
と し た 場 合 に お い て も 、 確 実 に 操 作 ワ イ ヤ へ 通 電 を 行 う こ と が で き 、 し か も 、 内 筒 の 回 転
に よ り 、 先 端 処 置 具 の 自 由 回 転 が で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 場 合 、 前 記 外 筒 の 内 側 に 親 水 性 コ ー テ ィ ン グ を 施 す よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 内 筒 の 回 転 を よ り 容 易 に し て 、 よ り 一 層 先 端 処 置 具 の
自 由 回 転 を 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 先 端 処 置 具 の 先 端 付 近 に 、 前 記 先 端 処 置 具 が 前 記 内 筒 内 に 埋 没 す る の を 防 止 す る ス
ト ッ パ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 先 端 処 置 具 に 把 持 さ れ た ポ リ ー プ 等 が 、 先 端 処 置 具 が
内 筒 内 に 埋 没 し て し ま う と 、 先 端 処 置 具 の 締 め 付 け に よ っ て ポ リ ー プ 等 の 把 持 部 分 が ち ぎ
れ て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 前 記 先 端 処 置 具 の 先 端 に は 、 各 把 持 部 材 を 噛 み 合 わ せ る 凹 凸 部 を 形 成 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 先 端 処 置 具 に よ る ポ リ ー プ 等 の 把 持 を 確 実 に 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 高 周 波 ス ネ ア １ ０ は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 腔 内 に 送 り 込 ま れ 、 体 腔 粘 膜 の 一 部 を 焼 灼 、
切 開 す る も の で 、 可 撓 管 １ ２ と 、 操 作 ワ イ ヤ １ ４ と 、 先 端 処 置 具 １ ６ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
可 撓 管 １ ２ は 、 外 筒 １ ８ と 、 内 筒 ２ ０ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
外 筒 １ ８ は 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン の よ う な 絶 縁 性 の シ ー ス に て 形 成 さ れ 、 基 端 に は 、 ス ラ イ
ド 用 ハ ン ド ル ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
内 筒 ２ ０ は 、 金 属 コ イ ル シ ー ス 等 か ら な る 導 電 性 の も の で 、 外 筒 １ ８ 内 に ス ラ イ ド か つ 回
転 可 能 に 挿 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 こ の 内 筒 ２ ０ の 基 端 部 に は 、 絶 縁 性 の ス ト ッ パ ー 兼 回 転 用 ハ ン ド ル ２ ４ が 外 筒 １ ８
の 基 端 か ら 突 出 し た 状 態 で 取 り 付 け ら れ 、 こ の ス ト ッ パ ー 兼 回 転 用 ハ ン ド ル ２ ４ の 基 端 に
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ス ト ッ パ ー ２ ６ を 有 す る 柄 ２ ８ が 突 出 形 成 さ れ 、 こ の 柄 ２ ８ の 基 端 に 親 指 を か け る リ ン グ
３ ０ が 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
操 作 ワ イ ヤ １ ４ は 、 ス テ ン レ ス 等 か ら な る 金 属 製 の も の で 、 内 筒 ２ ０ 内 に ス ラ イ ド 可 能 に
挿 通 さ れ 、 基 端 側 に 金 属 棒 ３ ２ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の 金 属 棒 ３ ２ の 基 端 に 柄 ２ ８ に ス ラ イ
ド 可 能 に 係 合 さ れ て ス ト ッ パ ー 兼 回 転 用 ハ ン ド ル ２ ４ と ス ト ッ パ ー ２ ６ と の 間 で 移 動 可 能
に さ れ た ス ラ イ ド 式 の 引 き 手 ３ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
先 端 処 置 具 １ ６ は 、 操 作 ワ イ ヤ １ ４ の 先 端 に 設 け ら れ 、 内 筒 ２ ０ の 先 端 か ら 突 出 し た 状 態
と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 先 端 処 置 具 １ ６ は 、 把 持 鉗 子 の よ う な 形 状 を し た 、 先 端 が 開 閉 可 能 な 一 対 の 把 持 部 材
３ ６ に て 形 成 さ れ 、 ス ラ イ ド 用 の 引 き 手 ３ ４ を 柄 ２ ８ に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る こ と で 、 内
筒 ２ ０ の 先 端 よ り 進 退 動 し 、 把 持 、 把 持 解 除 を 行 え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 先 端 処 置 具 １ ６ の 先 端 付 近 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 先 端 処 置 具 １ ６ が 内 筒 ２ ０ 内
に 埋 没 す る の を 防 止 す る ス ト ッ パ ー ３ ８ が 膨 出 状 態 で 形 成 さ れ 、 先 端 処 置 具 １ ６ が 内 筒 ２
０ 内 に 完 全 に 埋 没 し て 、 先 端 処 置 具 １ ６ の 締 め 付 け に よ っ て ポ リ ー プ 等 の 把 持 部 分 が ち ぎ
れ て し ま う の を 防 止 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 先 端 処 置 具 １ ６ の 径 Ｌ は 、 ０ ． ５ ～ １ ． ０ ｍ ｍ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
さ ら に 、 先 端 処 置 具 １ ６ の 先 端 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 把 持 部 材 ３ ６ を 噛 み 合 わ せ る
凹 凸 部 ４ ４ を 形 成 す る こ と で 、 先 端 処 置 具 １ ６ に よ る ポ リ ー プ 等 の 把 持 を 確 実 に 行 う こ と
が で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 外 筒 １ ８ の 基 端 部 付 近 に 、 ソ ケ ッ ト ４ ０ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の ソ ケ ッ ト ４ ０ 内 に 外
筒 １ ８ 内 面 に 貫 通 さ せ て 内 筒 ２ ０ と 接 触 可 能 に 電 極 ４ ２ が 取 り 付 け ら れ 、 操 作 ワ イ ヤ １ ４
へ と 通 電 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ の 電 極 ４ ２ は 、 外 筒 １ ８ の 内 面 か ら 弾 力 的 に 内 筒 ２ ０ の 外 面 に 接 す る こ と に よ り 通 電 す
る こ と が で き る よ う な 構 造 を 有 し 、 外 筒 １ ８ に 対 し 、 内 筒 ２ ０ が 自 由 回 転 し て 導 電 性 が 保
た れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 外 筒 １ ８ の 内 面 に 親 水 性 コ ー テ ィ ン グ を 施 す こ と で 、 内 筒 ２ ０ の 回 転 を よ り 容 易 に
し て 、 よ り 一 層 先 端 処 置 具 １ ６ の 自 由 回 転 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
次 に 、 こ の よ う な 高 周 波 ス ネ ア １ ０ を 使 用 す る 際 に は 、 内 視 鏡 を 通 し て 体 腔 内 に 送 り 込 ん
だ 状 態 で 、 リ ン グ ３ ０ 内 に 親 指 を 挿 入 し 、 他 の 指 で ス ラ イ ド 用 引 き 手 ３ ４ を 操 作 し 、 こ の
引 き 手 ３ ４ を 先 端 側 に ス ラ イ ド さ せ る と 、 操 作 ワ イ ヤ １ ４ を 介 し て 先 端 処 置 具 １ ６ が 内 筒
２ ０ の 先 端 よ り 前 進 し て 把 持 部 材 ３ ６ が 開 く 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
こ の よ う な 状 態 で 、 先 端 処 置 具 １ ６ に よ り ポ リ ー プ 等 を 把 持 す れ ば よ く 、 こ の 把 持 操 作 に
際 し て は 、 ス ト ッ パ ー 兼 回 転 用 ハ ン ド ル ２ ４ を 把 持 し て 回 転 さ せ る こ と で 、 先 端 処 置 具 １
６ を 自 由 回 転 さ せ る こ と が で き 、 操 作 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 先 端 処 置 具 １ ６ が 所 定 の 角 度 で ポ リ ー プ 等 を 把 持 可 能 な 状 態 で 、 引 き 手 ３ ４ を ス ト
ッ パ ー ２ ６ 側 へ ス ラ イ ド さ せ る と 、 把 持 部 材 ３ ６ の 先 端 が 閉 じ 、 ポ リ ー プ 等 を 把 持 す る こ
と と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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こ の 場 合 、 把 持 部 材 ３ ６ の 先 端 に は 、 凹 凸 部 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る た め 、 ポ リ ー プ 等 を 確
実 に 把 持 す る こ と が で き 、 し か も 、 把 持 部 材 ３ ６ に は ス ト ッ パ ー ３ ８ が 形 成 さ れ て い る た
め 、 把 持 部 材 ３ ６ が 必 要 以 上 に 内 筒 ２ ０ 内 に 引 き 込 ま れ る の を 防 止 し て 、 ポ リ ー プ 等 の 把
持 部 分 が ち ぎ れ て し ま う の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
そ し て 、 こ の 状 態 で 、 ス ラ イ ド 用 ハ ン ド ル ２ ２ を 操 作 し 、 内 筒 ２ ０ 及 び 先 端 処 置 具 １ ６ を
そ の ま ま の 状 態 で 維 持 し た 状 態 と し 、 外 筒 １ ８ 内 に 先 端 処 置 具 １ ６ 及 び ポ リ ー プ 等 を 引 き
込 み 、 先 端 処 置 具 １ ６ と ポ リ ー プ 等 の 接 触 面 積 を 減 ら し た 状 態 で 、 電 流 を 切 開 す る 組 織 に
集 約 し て 電 流 密 度 を 高 め る こ と で 焼 灼 、 切 開 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の よ う に 、 ポ リ ー プ 全 体 を ル ー プ に 通 す 必 要 が な く 、 先 端 処 置 具 １ ６ が 開 い て 組 織 を 捉
え る た め 、 ポ リ ー プ 等 の 頸 部 を 直 接 切 開 し て い く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 は 、 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お い て 種
々 の 形 態 に 変 形 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
前 記 実 施 の 形 態 で は 、 可 撓 管 を 二 重 構 造 と し て い る が 、 こ の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 可 撓 管 は 一 重 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 高 周 波 ス ネ ア の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 先 端 処 置 具 を 図 １ の Ｉ Ｉ 方 向 か ら 見 た 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 先 端 処 置 具 を 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ 方 向 か ら 見 た 部 分 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 高 周 波 ス ネ ア
１ ２ 　 可 撓 管
１ ４ 　 操 作 ワ イ ヤ
１ ６ 　 先 端 処 置 具
１ ８ 　 外 筒
２ ０ 　 内 筒
３ ６ 　 把 持 部 材
４ ２ 　 電 極
４ ４ 　 凹 凸 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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